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中部高等学術研究所共同研究
「春日井コモンズ」
第 6 回研究会を開催

　3月6日午後4時から大学リサーチセンター 2階

大会議室で、中部高等学術研究所共同研究「春日井

コモンズ」第6回研究会を開催した。司会は阪上 孝

教授（中部高等学術研究所副所長・歴史地理学科）、

問題提起は長島 昭特任教授（中部高等学術研究所）

で、テーマは「数量化社会のほころびと再生―“私”

の視点から」。

　長島特任教授は科学や多数決の基本である数量

化のなかで“個”について考えてみなければならな

いと説いた。

FD 講演会を開催

　3月4日午後3時から大学3011講義室でFD講演

会を開催。今回の講師は本学客員教授で京都大学

高等教育研究開発推進センター長の田中毎実教授。

田中教授は「新たに求められる大学教員の教育力」

と題して、高等教育の現状、学生の変化とそれへ

の対応、教師に求められる力などについて解説し、

京都大学のFD状況を報告。京都大学で田中教授が

行った公開実験授業の効果・意義、あわせて学生

による授業評価の意義などについて講演。講演終

了後には活発な質疑応答も行われた。

総合工学研究所
平成 20 年度研究発表会を開催

　3月11日午後1時から大学521講義室で、平成20

年度中部大学総合工学研究所研究発表会を開催し

た。

　稲崎一郎総合工学研究所長のあいさつの後、5つ

の研究成果が発表された。テーマと発表者は次の

通り。

1. 「新しい強誘電体の物質群を求めて」

	 	 栗濱忠司教授（電子情報工学科）

2. 「誘導電動機の電磁振動・電磁騒音の発生の特徴

と半径方向分布」

	 	 廣塚 功教授（電気システム工学科）

3. 「太陽電池および燃料電池用ナノ構造カーボン膜

の研究」	 内田秀雄准教授（電子情報工学科）

4. 「バイオ燃料とDMEの混合比が及ぼすディーゼ

ル燃焼の特性評価」	 行本正雄教授（機械工学科）

5. 「Eu:Ti共ドープLiNbO3における新しいdefectモ

デルの提案とフォトルミネッセンス特性」

	 	 高橋　誠教授（応用化学科）
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